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大学図書館における電子ジャーナルとその展望  
植松貞夫   
2．電子ジャーナルの価格モデル  





（DDP：Deeply Discounted Price）で購入できると  























































ようになってきている。   























子ジャー ナルを購入する方式を選択した場合には，  
同程度の金額でも利用可能タイトル数は大幅に減  






































ス環境を以前よりも向上させることに成功した。   
国立大学に次いで2003年には私立大学図書館協  
会の加盟館の一部がPULC（Private Univer・Sity  
IJibraries Consortium：私立大学図書館コンソーシア  
ム）を形成し，2006年には公立大学も参加し公私  
立大学図書館コンソーシアム（Private and Public  
University Libraries Consortium）となった。  
4．Big Dealの限界   
電子ジャーナルの出現とりわけBig Dealとい  
う契約モデルは，その経費をどのように賄うかに  
ついて大きな変化をもたらした。すなわち，冊子  






















































い方式などについて検討を重ねてきた。   
おりしも2008年秋のリーマン・ショックに脂を  
発した世界的規模の経済不況が広がり，2009年1  
月にはICOLC（InternationalCoalition uf Libllary  
Consor、Lia：国際図書鰭コンソーシアム連合），2月に  
はARL（Association of Research Libr・aI、ies：北米  
研究図書館協会）が相次いでBig・Dealから脱却し  


















（うえまつ さだお：国立大学図書館協会学術値鞘流通改革  
検討委員会委員，筑波大学附属図書館長）  
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